
第5章 候補地の概要と施設構想図 

5.1 候補地の概要と位置 

候補地の概要と位置を表 5-1 と図 5-1 に示す。 

表 5-1 候補地の概要 

 候補地 市町村 所 在 地 敷地面積 現況地目 

① 

長野市 

中条日高 

（入日） 
約６.５ha 原野 

② 
中条日高 

（びわ島） 
約２.６ha 原野 

③ 
中条 

（専納～大塩） 
約７.２ha 山林 

④ 信濃町 野尻高沢 約５.０ha 山林 

⑤ 小川村 
高府 

（梶尾） 
約７.３ha 山林 

⑥ 飯綱町 地蔵久保 約１４.０ha 原野 

図 5-1 候補地の位置 
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5.2 施設構想図 

5.2.1 施設構想図の検討条件 

項目 条件 備考 

埋立 

容量 

159,400 ㎥（計画値）を満足するこ

と。 

埋立容量算定時は、場内道路及び埋立地

底盤の保護土（50cm）を控除する。 

面積 

項目 条件 備考 

埋立地 ― 
計画埋立容量を満足する埋立面積とす

る。 

浸出水処理施設 
1,400 ㎡ オープン型

500 ㎡ 被覆型

防災調整池 

簡便法 

放流水路 

B500mm×

H500mm 

必要調整容量を満足する面積とする。 

搬入管理施設 500 ㎡ 設定値 

場内道路 ― 候補地ごとに設定 

緑地 
敷地面積の

10％以上 

緑を豊かにする条例（長野市）におけ

る緑地面積割合を参照 

法面 

勾配 

埋立地内（ｵｰﾌﾟﾝ型）→ 1：2.0 

埋立地内（被覆型） → 直壁 

盛土法面      → 1：2.0 

切土法面      → 1：1.5 

高さ 5ｍ毎に 1.5ｍ幅の小段設置 

＊埋立地内（ｵｰﾌﾟﾝ型）は、配置検討

上、安定勾配の確保が困難な場合

は法面から擁壁とする。 

＊盛土法面及び切土法面は、配置検

討上、安定勾配の確保が困難な場

合は、法面保護工を条件として以

下の勾配を原則とする。 

盛土法面 → 1：1.0 

切土法面 → 1：1.0 

以下の指針に示される標準法面勾配を参

照 

・道路土工－切土工・斜面安定工指針

・道路土工－盛土工指針

埋立地外切土法面

埋立地内法面

埋立地外盛土法面

法面保護工

凡例(オープン型) 

防災調整池

埋立地

緑着色：盛土部

紫着色：切土部
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項目 条件 備考 

道路条件 

〇道路幅員 

搬入道路 → 6.0ｍ 

管理道路 → 6.0ｍ 

場内道路 → 5.0ｍ 

（埋立地内） 

設定値 

〇縦断勾配 9.0％以下 

都市計画法第32条の規定に基づく

長野市との協議に係る行政指導基

準及び長野市開発行為指導要綱の

規定に基づく行政指導基準 

その他 

・残土処分地は、敷地に余裕があり配置可能な候補地では計画する。

・ビオトープは、検討するに当たって詳細な調査が必要になることから、

現時点では計画しない。

搬入道路

場内道路

管理道路
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5.2.2 候補地①（長野市中条日高：入日） 
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5.2.3 候補地②（長野市中条日高：びわ島） 
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5.2.4 候補地③（長野市中条：専納～大塩） 
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5.2.5 候補地④（信濃町野尻高沢） 
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5.2.6 候補地⑤（小川村高府：梶尾） 
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5.2.7 候補地⑥（飯綱町地蔵久保） 
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